
(57)【要約】

【課題】茶に均等な熱を照射して、一律な乾燥を行うこ

とを目的とする。

【解決手段】茶葉を運搬するトラフ２には、茶葉が送ら

れる溝２ａが備えられており、各溝２ａに対向する位置

に茶葉の加熱乾燥を行う面状のガスバーナー５が備えら

れている。溝２ａの幅を、バーナー５の面幅の１～２．

５倍程度に構成することにより茶葉を均等に加熱乾燥す

ることができる。溝２ａには、茶葉からわずかに突出す

る位置にセンサ部を有する温度センサ１６が備えられて

おり、これによって茶葉とバーナー５間の温度をモニタ

リングし、バーナー５の昇降を行うバーナー昇降手段８

などの調整手段を用いることにより、茶葉の加熱乾燥を

制御する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 茶 葉 が 搬 送 さ れ る 溝 を 備 え た ト ラ フ と 、
　 こ の ト ラ フ に 茶 葉 を 供 給 す る フ ィ ー ダ と 、
　 前 記 ト ラ フ に 茶 葉 を 搬 送 す る た め の 振 動 を 付 与 す る 茶 葉 送 り 出 し 機 構 と 、
　 前 記 ト ラ フ の 溝 の 底 面 に 対 し て 所 定 の 間 隔 を 介 し て 対 向 す る 放 熱 板 を 有 し 前 記 溝 を 流 れ
る 茶 葉 を 加 熱 乾 燥 す る バ ー ナ ー と
　 を 有 す る 火 入 れ 機 に お い て 、
　 前 記 ト ラ フ の 溝 の 幅 は 、 前 記 バ ー ナ ー の 放 熱 板 の 幅 と 前 記 放 熱 板 の ２ ． ５ 倍 の 幅 の 間 に
設 定 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 火 入 れ 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ト ラ フ の 溝 の 幅 は 、 前 記 バ ー ナ ー の 放 熱 板 の 幅 と ほ ぼ 等 し く 設 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 火 入 れ 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ト ラ フ の 溝 は 、 所 定 の 間 隔 を 置 い て 複 数 列 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ 記 載 の 火 入 れ 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ー ナ ー 又 は 前 記 ト ラ フ を 昇 降 駆 動 し て 前 記 ト ラ フ の 溝 の 底 面 と 前 記 バ ー ナ ー の 放
熱 板 と の 間 隔 を 調 整 す る 昇 降 機 構 を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
１ 項 記 載 の 火 入 れ 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ト ラ フ の 溝 の 幅 方 向 中 央 部 に 設 け ら れ 、 前 記 溝 を 流 れ る 茶 葉 の 僅 か に 上 部 の 温 度 を
検 出 す る 温 度 セ ン サ を 更 に 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載
の 火 入 れ 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ー ダ は 、 前 記 ト ラ フ の 溝 を 流 れ る 茶 葉 が 、 溝 上 で 互 い に 重 な ら な い 程 度 に 茶 層
が 薄 く な る よ う に 、 前 記 ト ラ フ に 供 給 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ い ず
れ か １ 項 記 載 の 火 入 れ 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ー ナ ー を 用 い て 茶 葉 の 乾 燥 を 行 う 火 入 れ 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 製 茶 工 場 に お い て 製 造 さ れ た 茶 は 、 荒 茶 と 呼 ば れ 、 こ の 荒 茶 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す こ と に
よ り 消 費 者 の 手 に 渡 る 仕 上 げ 茶 と な る 。 茶 葉 を 加 熱 乾 燥 す る 火 入 れ 工 程 は 、 こ の 仕 上 げ 加
工 の う ち 最 も 重 要 な 工 程 で あ り 、 こ の 火 入 れ 工 程 に よ り 茶 特 有 の 芳 香 を 精 製 し 、 香 味 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 火 入 れ 工 程 を 行 う 火 入 れ 機 は 、 棚 状 に 配 さ れ た 茶 葉 を 運 ぶ ト ラ フ に 茶 葉 を 送 り な が
ら 加 熱 を 行 う 回 分 式 棚 型 火 入 れ 機 や 、 回 転 ド ラ ム を 用 い て 加 熱 乾 燥 す る 回 転 型 火 入 れ 機 な
ど が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 密 閉 さ れ た 機 枠 内 に お い て 多 段 に 設 置 さ れ た 茶 葉 が 乗 せ さ れ た ト レ ー
を コ ン ベ ヤ に よ っ て 上 段 か ら 下 段 へ 移 動 さ せ 、 機 枠 の 下 方 に 設 置 さ れ た 熱 源 か ら 熱 風 を 送
る こ と で 茶 葉 を 加 熱 乾 燥 し て い く 火 入 れ 機 が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ０ ５ ４ １ ８ ３ 、 図 １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 火 入 れ 機 は 、 加 熱 乾 燥 を 行 う 熱 源 が 、 多 段 の ト レ ー に 対 し て
、 密 閉 さ れ た 機 枠 の 下 方 部 に の み 設 置 さ れ て い る だ け で あ り 、 均 等 に 茶 葉 を 加 熱 で き ず 、
ま た 、 任 意 の 状 態 に 加 熱 乾 燥 を 調 整 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 茶 葉 の 加 熱 乾 燥 を 均 等 に 行 い 、
任 意 の 加 熱 乾 燥 を 行 う こ と が で き る 火 入 れ 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 火 入 れ 機 は 、 茶 葉 が 搬 送 さ れ る 溝 を 備 え た ト ラ フ と 、 こ の ト ラ フ に 茶 葉 を
供 給 す る フ ィ ー ダ と 、 前 記 ト ラ フ に 茶 葉 を 搬 送 す る た め の 振 動 を 付 与 す る 茶 葉 送 り 出 し 機
構 と 、 前 記 ト ラ フ の 溝 の 底 面 に 対 し て 所 定 の 間 隔 を 介 し て 対 向 す る 放 熱 板 を 有 し 前 記 溝 を
流 れ る 茶 葉 を 加 熱 乾 燥 す る バ ー ナ ー と を 有 す る 火 入 れ 機 に お い て 、 前 記 ト ラ フ の 溝 の 幅 は
、 前 記 バ ー ナ ー の 放 熱 板 の 幅 と 前 記 放 熱 板 の ２ 倍 の 幅 の 間 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 バ ー ナ ー を 面 状 （ 板 状 ） と し 、 茶 葉 が 流 れ る ト ラ フ の 溝 幅 を 、 バ ー ナ
ー の 放 熱 板 の 幅 と そ の ２ ． ５ 倍 の 幅 の 間 の 幅 と す る こ と に よ り 、 茶 葉 に 均 等 な 熱 を 照 射 し
て 、 一 律 な 乾 燥 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 火 入 れ 機 の 一 部 を 切 り 欠 い た 正 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、
図 １ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 火 入 れ 機 は 、 主 と し て 棚 状 に 形 成 さ れ た 多 段 フ レ ー ム １ と 、 多 段 フ レ ー ム １ の 上 段
に 設 け ら れ た 茶 葉 投 入 口 で あ る ホ ッ パ ー ９ と 、 こ の 多 段 フ レ ー ム １ に よ っ て 上 下 方 向 に 所
定 の 間 隔 を 置 い て 支 持 さ れ 茶 葉 が 流 れ る 上 段 ト ラ フ ２ ， 中 段 ト ラ フ ３ ， 及 び 下 段 ト ラ フ ４
と 、 こ れ ら ト ラ フ ２ ～ ４ と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 茶 葉 を 遠 赤 外 線 に よ り 加 熱
乾 燥 す る バ ー ナ ー ５ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 こ の 火 入 れ 機 に は 、 ホ ッ パ ー ９ の 底 面 を 加 振 す る 電 磁 式 フ ィ ー ダ １ ７ が 設 置 さ れ
て お り 、 こ の 振 動 に よ り ホ ッ パ ー ９ に 投 入 さ れ た 茶 葉 を 一 定 量 ず つ 上 段 ト ラ フ ２ に 押 し 出
し て い く 。 ま た 、 各 ト ラ フ ２ ～ ４ に は 、 後 述 す る ト ラ フ ２ ～ ４ を 振 幅 運 動 さ せ る こ と に よ
り 茶 葉 を 送 り 出 す 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ が 設 置 さ れ て い る 。 更 に 、 上 段 ト ラ フ ２ か ら 中 段 ト
ラ フ ３ に 茶 葉 が 滑 り 落 ち る よ う に 導 く 上 中 段 シ ュ ー ト １ ０ と 、 中 段 ト ラ フ ３ か ら 下 段 ト ラ
フ ４ に 茶 葉 が 滑 り 落 ち る よ う に 導 く 中 下 段 シ ュ ー ト １ １ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 機 構 に よ っ て 、 茶 葉 は 、 ホ ッ パ ー ９ か ら 投 入 さ れ て 上 段 ト ラ フ ２ に 移 り 、 上
段 ト ラ フ ２ を Ｙ 方 向 か ら Ｘ 方 向 に 進 み 、 上 中 段 シ ュ ー ト １ ０ を 滑 り 落 ち て 、 中 断 ト ラ フ ３
を Ｘ 方 向 か ら Ｙ 方 向 へ 進 み 、 中 下 段 シ ュ ー ト １ １ を 滑 り 落 ち て 、 下 段 ト ラ フ ４ を Ｙ 方 向 か
ら Ｘ 方 向 へ 進 み 火 入 れ 機 の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 こ の 移 動 の 間 、 各 ト ラ フ ２ ～ ４ と 対 向 す る
バ ー ナ ー ５ に よ っ て 茶 葉 の 乾 燥 火 入 れ が 行 わ れ る 。 ま た 、 バ ー ナ ー ５ は 、 後 述 す る バ ー ナ
ー 昇 降 機 構 ８ に よ っ て ト ラ フ ２ ～ ４ と の 間 隔 を 調 整 さ れ る 。 ま た 、 バ ー ナ ー ５ は 、 ガ ス バ
ー ナ ー ５ ａ と 、 こ の 下 面 に 取 り 付 け ら れ た 放 熱 板 と し て の セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト ５ ｂ と を 有
し 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト ５ ｂ を 介 し て 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 。 こ の よ う な 面 状 の ガ ス バ ー ナ
ー ５ を 使 用 す る こ と で 、 セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト ５ ｂ を 介 し て 茶 葉 を 均 一 に 乾 燥 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 ３ は 、 同 火 入 れ 機 の 上 段 ト ラ フ ２ 周 辺 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ト ラ フ ２ に は 、 幅 方 向 に 茶 葉 が 送 ら れ る 溝 ２ ａ が 所 定 の 間 隔 を 介 し て ２ 列 平 行 に 設 置 さ
れ て お り 、 こ の 溝 ２ ａ ご と に バ ー ナ ー ５ が 対 向 し て い る 。 な お 、 図 １ に お い て 、 バ ー ナ ー
５ は 、 ト ラ フ ２ の 長 さ 方 向 に 直 列 に ２ つ 設 置 さ れ て い る が 、 こ の 数 は 特 に ２ つ に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 上 段 ト ラ フ ２ の 長 さ に 合 わ せ て バ ー ナ ー ５ の 数 を 適 宜 決 定 す れ ば よ い 。
同 様 に 、 中 段 ト ラ フ ３ 及 び 下 段 ト ラ フ ４ に も そ れ ぞ れ ２ つ の 溝 ３ ａ 及 び ４ ａ が 設 置 さ れ 、
そ れ ぞ れ に 対 向 す る よ う に バ ー ナ ー ５ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ２ つ の 溝 ２ ａ が 平 行 に 形 成 さ れ た 上 段 ト ラ フ ２ は 、 例 え ば ア ル ミ か ら な る 一 枚 板 を 折 り
曲 げ た り 、 １ つ の 溝 を 備 え た 金 属 板 を 繋 ぎ 合 わ せ て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 溝 ２
ａ の 幅 は 、 バ ー ナ ー ５ の セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト ５ ｂ の 幅 か ら そ の ２ ． ５ 倍 の 幅 が 望 ま し く 、
よ り 好 ま し く は バ ー ナ ー ５ の セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト ５ ｂ の 幅 と ほ ぼ 等 し く 設 定 さ れ て い る 。
本 発 明 者 の 実 験 に よ れ ば 、 バ ー ナ ー 面 の 幅 が ト ラ フ の 溝 幅 の １ ／ ２ ． ５ よ り 小 さ く な る と
ト ラ フ 両 端 で の 茶 層 の 乾 燥 が 不 十 分 で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 ま た 、 バ ー ナ ー 面 の 幅
が ト ラ フ の 溝 幅 を 超 え る と 、 バ ー ナ ー の 熱 の 有 効 利 用 が 図 れ な く な る 。 例 え ば 、 バ ー ナ ー
面 の 幅 が １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ れ ば 、 ト ラ フ の 溝 幅 を １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が
好 ま し い 。 バ ー ナ ー 面 の 幅 を １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 と し た の は 、 ガ ス バ ー ナ ー が や わ ら か な 熱 に
コ ン ト ロ ー ル で き 、 茶 葉 の 乾 燥 に 最 も 適 し て い る た め で あ る 。 ま た 、 ２ 台 の バ ー ナ ー の 熱
が 干 渉 し な い よ う に 、 各 溝 ２ ａ の 間 に は 所 定 の 隙 間 を 介 し て い る 。 ２ 台 の バ ー ナ ー の 間 に
ス テ ン レ ス や ア ル ミ 板 等 で 仕 切 り を し て も よ い が 、 そ の 場 合 、 仕 切 り 板 に 反 射 し て 温 度 が
均 一 と な ら な い た め 、 ト ラ フ の 溝 間 に こ の よ う な 所 定 の 間 隔 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 ２
つ の 溝 の 間 隔 は 、 本 発 明 者 の 実 験 に よ れ ば ５ ０ ～ １ ５ ０ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 中 段 ト ラ フ ３ 及 び 下 段 ト ラ フ ４ の 溝 ３ ａ 、 ４ ａ に つ い て も 同 様 で あ る 。 な お 、 ト ラ フ ２
～ ４ の 有 す る 溝 ２ ａ 、 ３ ａ 、 ４ ａ の 長 手 方 向 中 央 部 に は 、 温 度 を 検 出 す る 先 端 部 が 茶 葉 か
ら 突 出 す る 高 さ と な る よ う に 温 度 セ ン サ １ ６ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 同 火 入 れ 機 の 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ は 、 各 ト ラ フ ２ ～ ４ の 茶 葉 の 進 行 方 向 に 向 か っ て 後 方 に 設 置 さ
れ る が 、 こ こ で は 、 上 段 ト ラ フ ２ に 接 続 し て い る 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ を 例 と し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 多 段 フ レ ー ム １ に お け る 上 段 フ レ ー ム １ ｂ の Ｙ 側 端 部 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ９ を 介 し て モ
ー タ １ ８ が 載 置 さ れ 、 軸 受 け ２ １ ｂ を 介 し て 回 転 軸 ２ １ が 備 え ら れ て い る 。 こ の モ ー タ １
８ と 回 転 軸 ２ １ は 、 プ ー リ ー １ ８ ａ 、 Ｖ ベ ル ト ２ ３ 及 び プ ー リ ー ２ １ ａ を 介 し て 連 結 さ れ
て い る 。 ま た 、 回 転 軸 ２ １ の 外 周 に は 、 偏 心 ス リ ー ブ ２ ０ が 回 転 軸 ２ １ に 対 し て 偏 心 し た
状 態 で 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 上 段 ト ラ フ ２ の Ｙ 側 端 部 に は 、 係 止 部 材 １ ７ を 介 し て 連 結
軸 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 回 転 軸 ２ １ と 、 連 結 軸 ２ ４ と は 、 回 転 運 動 を 回 転 振 幅 運 動
に 変 換 す る 連 結 部 材 で あ る コ ン ロ ッ ド ２ ２ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 ト ラ フ ３ 、 ４ 用 の 茶
葉 送 り 出 し 機 構 ６ も こ れ と 同 様 の 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 モ ー タ １ ８ の 回 転 に よ り Ｖ ベ ル ト ２ ３ を 介 し て 回 転 軸 ２ １ が 同 期 回 転 し 、
こ の 回 転 運 動 が コ ン ロ ッ ド ２ ２ を 介 し て 連 結 軸 ２ ４ の 微 小 回 転 振 幅 運 動 に 変 換 さ れ る 。 こ
の ト ラ フ ２ ～ ４ の 微 小 回 転 振 幅 運 動 に よ り 茶 葉 は 飛 び 跳 ね る よ う に し て ト ラ フ ２ ～ ４ 上 を
進 ん で い く 。 こ の た め 、 ト ラ フ ２ ～ ４ は 水 平 に 設 置 す る こ と が 望 ま し い 。 傾 斜 を 付 け る と
茶 の 流 れ は 良 好 に な る も の の 、 平 均 し て 流 れ に く く な り 、 茶 が 跳 ね る 動 き よ り も こ す っ て
進 む 動 き と な っ て し ま う 。 な お 、 茶 葉 を 送 り 出 す 速 度 は 、 回 転 軸 ２ １ に 対 し て 偏 心 ス リ ー
ブ ２ ０ の 位 置 を 変 え る こ と で 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ト ラ フ ２
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～ ４ に は 、 こ の 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ の 運 動 を 妨 げ な い よ う に ト ラ フ ２ ～ ４ を 多 段 フ レ ー ム
１ に 弾 性 保 持 す る 板 バ ネ ７ が 茶 葉 の 進 行 方 向 に 向 か っ て 前 下 方 に 傾 斜 す る よ う に 設 置 さ れ
て い る 。 な お 、 ト ラ フ ２ ～ ４ は 、 コ イ ル バ ネ に よ っ て 多 段 フ レ ー ム １ に 支 持 さ れ て い て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 同 火 入 れ 機 の バ ー ナ ー 昇 降 機 構 ８ を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 多 段 フ レ ー ム １ に は 、 減 速 付 き モ ー タ ２ ５ が 載 置 さ れ て い る 。 こ の モ ー タ ２ ５ の 回 転 軸
は 、 ベ ベ ル ギ ア 機 構 ２ ８ に 連 結 さ れ る と 共 に 、 保 持 部 材 ２ ６ に よ っ て 回 転 可 能 に 保 持 さ れ
た 同 期 軸 ２ ７ を 介 し て ベ ベ ル ギ ア 機 構 ２ ８ ’ に 連 結 さ れ て い る 。 同 期 軸 ２ ７ と 直 交 す る ベ
ベ ル ギ ア 機 構 ２ ８ の 螺 軸 ２ ９ は 、 多 段 フ レ ー ム １ に 固 定 保 持 さ れ て い る ナ ッ ト ス リ ー ブ ３
０ に 回 転 可 能 に 保 持 さ れ 、 バ ー ナ ー ５ に 対 し て 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 モ ー タ ２ ５ が 回 転 す る と 、 ベ ベ ル ギ ア ２ ８ 、 ２ ８ ’ が 回 転 し 、 こ れ に よ り
螺 軸 ２ ９ と バ ー ナ ー ５ と の 相 対 位 置 が 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ー ナ ー ５ を 昇 降 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 こ の バ ー ナ ー 昇 降 機 構 ８ の 動 作 を 円 滑 に 行 う た め に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 昇 降
機 構 ８ に ガ イ ド 機 構 １ ２ が 備 え ら れ て い る 。 こ の ガ イ ド 機 構 １ ２ は 、 多 段 フ レ ー ム １ の サ
イ ド フ レ ー ム １ ａ に 備 え ら れ た ガ イ ド プ レ ー ト １ ３ と 、 バ ー ナ ー 昇 降 機 構 ８ が 有 す る 両 側
サ イ ド フ レ ー ム に 延 び る ス テ ー １ ４ に 設 置 さ れ た ス ラ イ ド ベ ア リ ン グ １ ５ と か ら な る 。 こ
れ に よ り 、 バ ー ナ ー ５ の 上 下 動 作 を ガ イ ド し 、 昇 降 動 作 を 安 定 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 下 段 ト ラ フ ４ と 対 向 す る バ ー ナ ー ５ に 設 置 さ れ た バ ー ナ ー 昇 降 機 構 ８ の み 、 支 持
軸 ３ １ を 介 し て バ ー ナ ー ５ の 下 方 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 入 れ 機 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 火 入 れ 機 に 投 入 さ れ た 茶 葉 は 、 上 段 ト ラ フ ２ か ら 下 段 ト ラ フ ４ へ と ヒ ー タ ー ５ に よ
っ て 加 熱 乾 燥 さ れ な が ら 移 動 し て い く 。 こ こ で 、 ト ラ フ ２ ～ ４ の 中 心 部 に 設 置 さ れ た 温 度
セ ン サ １ ６ は 、 茶 葉 と バ ー ナ ー ５ と の 間 の 温 度 を モ ニ タ リ ン グ し て お り 、 こ の 温 度 や 茶 葉
の 状 態 を 考 慮 し な が ら 、 加 熱 乾 燥 の 程 度 を 調 整 す る 。 具 体 的 に は 、 バ ー ナ ー 昇 降 機 構 ８ を
制 御 し て バ ー ナ ー ５ と 茶 葉 と の 距 離 を 調 整 し た り 、 バ ー ナ ー ５ の 火 力 を 調 整 す る こ と で 茶
葉 の 加 熱 乾 燥 を 調 整 す る こ と が で き る 。 な お 、 茶 は 、 む ら す こ と な く 少 量 を 薄 く 流 し 、 一
葉 一 葉 に 弱 火 で 時 間 を か け て じ っ く り 火 入 れ す る こ と が 好 ま し い 。 こ の た め 、 加 熱 乾 燥 を
行 う 茶 葉 は で き る だ け 薄 く の ば し て 乾 燥 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 電 磁 式 フ ィ ー ダ １ ７ を 、 茶
葉 が ト ラ フ ２ ～ ４ 上 で 重 な る こ と が な い 程 度 、 即 ち 茶 層 か ら ト ラ フ ２ ～ ４ の 底 が 見 え 隠 れ
す る 程 度 に 茶 層 が 薄 く な る よ う に 茶 葉 を 上 段 ト ラ フ に 供 給 す る 。 こ の た め 、 電 磁 式 フ ィ ー
ダ １ ７ は 、 上 段 ト ラ フ ２ の 各 溝 ２ ａ 毎 に 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 入 れ 機 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 バ ー ナ ー ５ の 幅 と 、 ト ラ フ ２ ～ ４ の 溝 ２ ａ 、 ３ ａ 、 ４ ａ の 幅 を ほ ぼ 等 し く す る こ と で 、
バ ー ナ ー ５ の 熱 が 茶 葉 に 均 等 に 行 き 届 く 。 こ れ に よ り 、 茶 に 均 等 な 熱 を 照 射 し て 、 一 律 な
乾 燥 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ト ラ フ ２ ～ ４ の 中 心 部 に 設 置 さ れ た 温 度 セ ン サ １ ６ は 、 茶 層 に 接 し な い 茶 層 か ら
僅 か に 上 部 に 突 出 し た 部 分 の 温 度 を 測 定 す る の で 、 茶 葉 が 流 れ て い な い 状 態 で も 、 流 れ て
い る 状 態 で も 設 定 温 度 に 差 が 出 ず 、 茶 葉 の 加 熱 乾 燥 を 容 易 に 調 整 で き る た め 、 所 望 の 状 態
の 茶 葉 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ト ラ フ ２ ～ ４ に 設 置 さ れ た 溝 ２ ａ 、 ３ ａ 、 ４ ａ は 、 ２ 列 と し て
い る が 、 こ れ は 数 を 限 定 す る も の で は な く 、 各 溝 ご と に バ ー ナ ー を 設 置 す れ ば 任 意 の 数 の
列 で 溝 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 段 の ト ラ フ ２ ～ ４ を 設 置 し た が 、 こ れ は 数 を 限 定 す る も の で
は な く 、 任 意 の 段 数 に 設 定 し て も 本 発 明 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ト ラ フ ２ ～ ４ の 中 心 部 に 設 置 さ れ た 温 度 セ ン サ １ ６ は 、 任 意 の 箇 所 に 複 数 設 置 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う な 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ を 各 ト ラ フ ２ ～ ４ に 左
右 交 互 に 設 け た が 、 こ れ ら を 左 右 の 一 方 に ま と め 、 上 下 に 隣 接 す る プ ー リ ー ２ １ ａ 同 士 を
タ イ ミ ン グ ベ ル ト で 連 結 し 、 最 下 段 又 は 最 上 段 の プ ー リ ー と １ 台 の モ ー タ と を タ イ ミ ン グ
ベ ル ト で 連 結 す る こ と に よ り 、 １ 台 の モ ー タ で 全 て の 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ を 駆 動 す る よ う
に し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 各 段 の 茶 葉 送 り 出 し 機 構 ６ の 回 転 位 相 を 均 等 に ず ら す （ 例 え ば
、 ３ つ の ト ラ フ ２ ～ ４ の 場 合 に は 、 １ ２ ０ ° ず つ 、 ず ら す ） こ と に よ り 、 装 置 全 体 の 振 動
抑 制 と 振 動 に よ る 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 ト ラ フ
の 段 数 に 拘 わ ら ず 、 モ ー タ は １ 台 で 済 む の で 、 コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 火 入 れ 機 の 一 部 を 切 り 欠 い た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 火 入 れ 機 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 更 に 同 火 入 れ 機 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 更 に 同 火 入 れ 機 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … 多 段 フ レ ー ム 、 ２ … 上 段 ト ラ フ 、 ３ … 中 段 ト ラ フ 、 ４ … 下 段 ト ラ フ 、 ５ … バ ー ナ ー
、 ６ … 茶 葉 送 り 出 し 機 構 、 ７ … 板 バ ネ 、 ８ … バ ー ナ ー 昇 降 機 構 、 ９ … ホ ッ パ ー 、 １ ０ … 上
中 段 シ ュ ー ト 、 １ １ … 中 下 段 シ ュ ー ト 、 １ ２ … ガ イ ド 機 構 、 １ ３ … ガ イ ド プ レ ー ト 、 １ ４
… ス テ ー 、 １ ５ … ス ラ イ ド ベ ア リ ン グ 、 １ ６ … 温 度 セ ン サ 、 １ ７ … 電 磁 式 フ ィ ー ダ 、 １ ８
… モ ー タ 、 １ ９ … ブ ラ ケ ッ ト 、 ２ ０ … 偏 心 ス リ ー ブ 、 ２ １ … 回 転 軸 、 ２ ２ … コ ン ロ ッ ド 、
２ ３ … Ｖ ベ ル ト 、 ２ ４ … 連 結 軸 、 ２ ５ … モ ー タ 、 ２ ６ … 保 持 部 材 、 ２ ７ … 同 期 軸 、 ２ ８ …
ベ ベ ル ギ ア 機 構 、 ２ ９ … 螺 軸 、 ３ ０ … ナ ッ ト ス リ ー ブ 、 ３ １ … 支 持 軸 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(8) JP 2007-143401 A 2007.6.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

